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別紙資料 

（調査結果） 

実験から、以下の結果を得ることができた 

１）正面から見るよりも若く見える顔の向きがある（図1） 

２）表情を作る際に皮膚が動くことで、40代を境に老けた 
印象を与えてしまう（図2） 

また、見た目の年齢を判断する際、観察者は被験者の顔のどこを注視 
しているかを調査したところ、 

３）見た目の年齢を判断する際には、目の他に、個人を 
特定するときには重要でないとされた頬にも視線が向け 
られる（図３） 

結論：見た目の年齢は顔の向きや皮膚の動きに影響され、 

視線は頬にも集中する 

（図１）顔の向きが見た目の年齢に与える影響 

mean±S.E.

Simple main effect 

*: p < 0.05

特に黒いグラフの顔の向きは正面よりも若く見える

（図2）顔の皮膚の動きが見た目の年齢に与える影響 

mean±S.E.
A Two-way  ANOVA: 

significant interaction effect, 

F (4,444) = 4.081, p < 0.01

40代以降は動画の方が老けて見られる

（図3）見た目の年齢判断時の視線解析結果 

mean±S.E.

Simple main effect  
*: p < 0.05 




